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撒布両,薬剤虫,製剤の形旗などをかえ,DDT,lindane及び税胎酸の況合物からなる効力昭放物

只を加えた lindane割剤の, イエバエに対する硯効性を比較検討した.また⊥旦落下班転したイエ

バェが群生する傾向が,DDT において著しく,

した.

ま え が き

我が国の衛生告虫駆除作業に糾 ､ては,蚊やハエの

成虫に対 して,殺虫剤を屋内の壁面或いは天井面へ噴

霧するとい う.いわゆる現国境宗方式が広 く行われて

いる･しかし,各担薬剤の残効性に関する基礎的な研

究招告は案外に少い.こゝに,広 く各種の殺虫剤を網

超し,各種の条件下において,2.3の衛生害虫に対す

る残効性を検討する研究を志した所以である.

さきに第 1軒 Ⅰ) として,畜舎に DDT及び dieldrin

を撒布し,庄内繋留蚊数の消長によって.その蚊に対

する残留効乗を求め, これを招告した. こゝでは,実

験室円における,韮礎的な実験結果を報告する.すな

わち,薬剤としては,DI)T,lindane及び 効力増強

物Eを加えた h'ndaneの, 各油剤と乳剤をとり上げ,

イエバエ成虫を供試虫とし,只った担類の平面に対 し

て-定員を撒布後,その効果の持続状況を検討した.

本文に入るに先立ち,この研究にあたって糾 旨等を

得た当研究部主任佐々学助教授,御援助を頂いた当研

兜部員諸氏及び典剤の3.'.3製その他に御協力を頂いた三

井化学技術部及び同日黒研究所に,心からの謝意を捧

げる.

実験材料及び供試昆虫 1

実験材料 5% DDT 絞札 0.5%lindane披剤,

30% DDT乳剤,10% lindane乳剤は,何れ も市販

品を用いた.効力増強物矧 ま,三井化学日只研究所よ

り提供されたもので,蛸脳髄の混合物であ り,lindane

の残留効果を長びかせる目的を持っている.こゝに用

いた 0.5%lindane牧剤A及び 10%lindane乳剤A
は,それぞれ 1indane と等Iftの効力増強物質を含み.I

また 0.5%lindane汲剤 B及び 10%lindane乳剤 B

は, それぞれ tindaneの倍_Faのそれを含有せしめた

ものである.

供試昆虫 当研究室において,オ リエンタル酵母K.

lindane において殆んど認められないことを報告

K.劉実験動物飼育用飼料及びフス マを用いて累代飼

育中のイエバエ MuscavicinaMacquartを用いた.

実験に供試したのは,羽化後 1-2遇の成虫であ り,

雌雄の氾合比は不明である.

実 験 方 法
I

各担平面の薬剤処理及び降存 透明ガラス板.表面

をカンナで削った杉板,及び石村板を用いた.石竹校

は,石117と水を適当に氾和して杉板上にひろげ.乾燥

後杉坂と分離したもので,杉板と接した平滑な両を使

用した.

故剤 (kerosene浴液)はそd)ま ,ゝ 乳剤は水で所

定の氾皮に稀釈し,スプレーガンを用い,10-15ポン

ドの圧力で処理両に畷拐した.処理面は宝配にて乾燥

せしめた後,250-27oC の定温田中か或いは室内の

･壁に,それぞれ室田に保存した.

昆虫のは触及び効果の観照 薬剤を撒布してから所定

の日 (iq)教経過後,田径 9cm,高 さ 6cm (或いは

田径 15cm,高さ 3cm)のシャーレを水平に保持した

処理面上に伏せ, この中に1区約15匹のイエバエ成

虫を放ち,250-27oC にて 2時間怯触せしめた. こ

れを同時に 1-3回くりかえした.その後,この成虫

を20cmx15cmx20cm(高さ)の金網製鋼青砥に移し,

餌を与えて24時間飼育した.その間,所定の時間後の

落下仰転虫故及び24時間後の死虫数を観察した.

実験及びその結果

1. ガラス両に対する紋剤撒布の効果 (実験 1)

･lftxlftのガラス板に.DDT,lindane,lindaneA

及び IindaneB の4校剤を,それぞれ 10cc磯布し

た. す な わ ち DDT として 500mg/ELつ, 或いは

】indaneとして 50mg/fteにあたる.才放布した日は,

1953年11月12日である.

その後8週間,すなわち1954年 1月8日までは室温

283



防 虫 科 学 前 22 巻二一t

Table1. TheresidualeEEectofinsecticidalso7utionsaplpIiedonglasstothecommon
housefly.Thedosageis500mg/lt℡inDDT,0-I50mg/Lt℡inlindane.(Exp.Ⅰ)

に保存し
,
以後実験終了の1954年9月2日までは.
250-270の定温村中に保存した.
その間
,
所定週数

経過後にイエバエ成虫を接触せしめ,
2時間後の落下

仰転虫数
,
及び24時間後の死虫数を観察した.

′
その結果は第1表に示してある
.
2
･
ガラス面に対する枚剤及び乳剤撒布の効果(実

験2)
.
I

1ftxlftのガラス板に対し,
DDT
,
lindane,
lin-

daneA及びIindane･Bの各校剤ではその手ccを,
DDT乳剤ではその6倍稀釈披1ccを,
また】indane,

lindaneA及びlindaneBの各乳剤では,
20倍稀釈

液のそれぞれ1ccをPIi霧した.
すなわち
,
絞剤
,
乳
剤ともに
,
1fteあたり,
DDTでは50mg,
1indane
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では 5mg にあたる.鵡剤撒布は1954年3月2日で,

そ府政実験耗了まで,r処理面を250-270の定温部中

に保存した.

その間,所定の退散経過後に,jェノ.'･ェ成虫を処理

両に接触せしめ,2時間後の落下仰転虫数及び24時間

後の死虫数を観察した.

その結果を第2表に示した.

3. 各種の面に対する披剤撒布の効果 (実験 3)

ガラス板,杉板,石膏板を3枚ずつ用意し,この面

上の垣径 17.6cm の円形 (0.26fte) 内に,I)DT,

lindatle●及び 1indaneB の各校剤をそれぞれ 1.05cc

抱布した, これは,lft2 あたりDDT では 200mg,

lindaneでは 20mgにあたる.英剤撒布は,1954年7
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Table2. Theresidualeffectofinsecticidalsolutionsandemulsionsapp一iedon

glasstothecommon housefly.Thedosageis50mg/ft℡inDDT,or5mg/ft℡in
Jindane.(Exp.ⅠⅠ)

KeroseneSolution
0_5,0.,'LindaneB5% DDT 10.5% Lindane J0.5%LindaneA I

Emulsion

30% DDT l lO% Lind{lne IlO% LindaneA I10% LindaneB
K.D.%lMortalitylK.D.% lMortalitylK.D.%IMortalityEK.D.%IMortality

ApplicationI2ahf崇 l 2aitherr,.l2ahf三;廿 2ai!?.rs. [2ahfie,チl 2aiierr,.I2ahfi…:l …ilhe,rs.

月20日で,以後実験終了まで,処理両を室内の壁に垂

tEiに立てかけて搾存した･

その間,fTr定の道教経過後に,イエバエ成虫を屯径

15cm,一高き3cm のシャーレに入れて2時間披触せし

め.その直後の落下仰転虫数,及び24時間後の死虫数

を観察した.なお,この間7月より10月に至る問,柿

日を除いて毎日午後2時における室温及び相対湿度を

観察記録した.

これに関する実験結果を第3表に示した.

考 ､一票 ′

1. 残田効恥 こついて ハエ,蚊,ゴキプ.)など

の衛生害虫の駆除にあたっては,あらかじめキ剤を,

家尾田或いは畜舎内の壁面や天井には和しておき,そ

の後長期間にわたって.こゝにとまった詰出を死亡せ

しめるとい う,いわゆる残留噴宗方式がしばしば用い

られている.この方式は,消極的な駆除手段ではある

が,苦虫の習性を巧みに利用し,一皮の撒布によって

以後は自動的に駆除効果を期待し狩る点から,進歩し

た方法であると考えられている.､

今,この `̀残留効果"を規定する各種の要因を分斑

してみると,次の如くなる.

-I.薬剤の残留性

1. 薬剤をめぐる要因

a. 薬剤の柾斑

(効力耶強物質添加)

b. 離別の形態

I

C. 薬剤の撒布虫

2. 撒布対象をめぐる要因

a. 撒布対象の柾琉 (指に去面の性質)
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Table3. Thercsidualcffcctofinsecticidalsolut王onsappliedonglass,board

orgypsum tothecommonhousefly.Thedosageis200mg/Et巴inDDT,or
20mg/ft2inlindane.(Exp.ⅠⅠⅠ)

5% DDT 10.5%Lindane 10.5%LindaneB 5% DDT I0.5%LindaneI0.5%LindaneB

b.環境条件

i. 気家条件一温度,湿皮.日限, 凪など.

ii. 環境条件 (狭義)-避攻の附払 地物の

接触など.

ⅠⅠ. 昆虫の動態

1. 静的要因 (分数学的)

a. 昆虫の種類,系統.性,令朋. (感受性に

関する先天的要因)

b･ 昆虫の栄益状態,棲息状態その他. (感受

性に関する後天的要因)

2｣ 劫的望月 (生態学的)

a. 撒布両への柴田牲

b. 撒布面 (非剤)に対する忌避性

C.一落下仰転と致死との関係

こ tゝ,こ見るように,残留効果を規定する要矧 ま松雄

多岐にわたっている.それとい うのも,残留効果とい ′

うのが,薬剤を実際に昆虫に適用する方式に田核の関

連を持つ観念であるからである.すなわち,こ にゝ示

した Ⅰ及び ⅠⅠの各 1,つまり ｢鼓L;剤をめぐる要因｣

と,昆虫の ｢静的要因｣が,それぞれ一般の殺虫剤生
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物試験を規定する非剤の側及び昆虫の佃の要因にあた

るが,朝田効果の試験にあたつては,これ以外に撒布

対象をめぐる要田と.昆虫柵の動的要因が加わってく

る.

こ でゝとり上げたのは,主としてⅠの ｢炎剤の残留

性｣に関するもので,｢1.基剤をめぐる要因｣として

は,aにおいて特に効力増強物質添加.の意義について,

bの披剤と乳剤,Cの撒布量と,更に.｢2.撒布対象

をめぐる要因｣として,aの撒布面の柾校 (ガラス,

杉扱. 石13;) と,bの iの撒布両の促存条件 (定温

由内及び宝内)などである.更に,｢II.昆虫の動憩｣

に関しては,2.C.に関係して. 蘇生の問題に触れ

て考祭を加えることにする.

こ でゝ特に指摘しておきたいのは,この種の残効性

の試験においては.鵡剤処理面に個々の供試昆虫を一

定時間接触せしめることは,特に蚊やノ､エのような飛

押昆虫にあっては不可能に近い.従って,一定の容群

内に昆虫を放ち,その一面 (或いは各面)を茶利処理

両をもってあて.一定時間その状態に保って,個々の

昆虫が処理面に接触した時間は,各試験を通じて平均
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的に-Ti:していろというCUt'の上に立つ他はないわけ 1｡.
である.giに-_ri落下仰位した泣出は,門前を,L'･主剤処

理面に接触するにしても(容群の下融に式'･i剤牲FJiをし

てある場合),正常時に脚部未見:I.H ハエの場合は指斑)

において薬剤処理面に技するのとは.全く只ってくる.

この点から,昆虫の空けた桑等荊爪を,故布両に残田し 言50

ている恭剤記の函数と考えることに疑玉が生ずる.

つぎに,長期にわたる残効性の試験にあたつては,

試験ごとに供試昆虫の感受性を一様に保つことに関田

がある.こうして得られたデータにあっては,処理両

の降封切間が長びくにつれて,残効性がなだらかなカ

ーヴで落ちてゆくことはむしろ少く,実際には著しく

凹凸を示しながら.全休として落ちてゆくという幌向

をたどる.Fay,S王mmons& Clappl･℡)は残効性の

試験において, ある奴JtLi時における致死率を B とし

た場合,その前の視察時の致死率 A と,その次の祝

祭時の致死率 Cから,(A+2B+C)/4をE3:出してそ

のときの致死率とし,それによってこのカープを少し

でもなだらかにすることを試みているが,こゝにfrjた
実験データについては,紐データから大体のlgl向をく

りあげ,これによって考窮を加えることにする.

効力耶地物PI添加の残効仕に与える詑繁

lindLlneに効力脚放物PIを加え,その残効仕を改良

する試みとしては,Hornstein,Sullivan,Tsao ら

の,chlorinatedpolyphenylを用いた研究1'7.g)があ

り,何れも有効であったと印告している.

こ にゝ用いた効力糊地物円は,天然税胎からとり出

した樹脂酸の87t5台物で あ り,その作用については

]indane と田河体を形成してその結晶化を防ぎ.従っ

てその押散を抑制するものと考えられている.

実験 1.2.3における24時間後の致死率を, それ

ぞれ茄1.2.3図に図示した.これによって,効力fm
放物田を添加した 1indaneの効力を Iindaneitl独の

もの及び DDT と比較して考察する.なお, このす

べての実験において, 実用上の比率から DDT にお

いては Iindaneの10倍117tを用いている.

節1図 (実験 1)においては,lindaneB は,実験

耗了の42退後まで.殆んどすべての切創 と90,00'以上

の致死率を示し,DDT よりも泣かに残効性が長い.

】indaneA は,】indaneB よりや 劣ゝるが,DDT よ

りは長期にわたって有効である. ところが, 窮2図

(実験 2)においては,絞剤と乳剤の何れにおいても,

DDT より残効性が短かく,また lindaneA と lin･

daneB の間に顕著な差が認められない.弟3図 (実

験 3)では,lindaneB は,ガラス校と石TT･では全般

的に DDT にや 劣ゝり. 杉板では前半に肪 り後半に

劣る幌向を示している.なれ lindaneと比較した切
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Fig.2. Theresidualeffectofinsecticidal
solutionsandemulsionsappliedong一assto

thecommon hotlSefly. Morta一ityafter24
hoursisshown.- ○- indicatesDDT,
_._._●_.._lindane,一･｢◎一･一 lindaneAand

････㊥-- lindaneB. Thidosageis50mg/
ft空inDDT,or5mg/ft2intindane.(Exp･ⅠⅠ)

令,実験3の杉板と石竹･ではは 同ゞじレベルにあるが,

他のすべての実験において,】indaneに勝る幌向を示

している.

以上を総括すれば,】indaneにこの効力増強物質を

加えた製剤は,lindane叩独の製剤の残効性をかなり
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Fig.3. The residualeffectofinsectic王dal

solutionsappliedonglass,boardorgypsum
t̀otIleCOmmOnI1011Sefly.Morta一ityafter24
hoursis'shown.- ○- indicatesDDT,
･･HL●･--Ilindaneand---㊨-,I一一lindaneB.

Thedosageis200mg/Et巴inDDT,or20mg/
ft2inlindane.(Exp.III)

の程度に改良する効果が認められる.この残効性延長

は,多頭 を撒布 した場合に著しく,1indaneとして

50Lhg/ft2撒布では,DDT50mg/ft℡撒布と比較して

も退かに有効である.また多虫撒布では,効力増強物

質の添加塁によって残効姓に差が認められるが,少虫

撒布では添加虫の差が明らかにあらわれない.次に,

ガラス板のような非吸収性の両に比較し.杉板や石部

のような吸収性の面では,効力増強物質添加の効果が

余 り認められない.これ払 吸収性の両では撒布きれ

た恭剤が内部に浸透し, その結果,】indane卑1独の製

剤においても,●ぁる程度揮散が抑制されるためと考え

る.

なお,lindane卑i故と I)DT の残効性を比較する

と,殆んどすべての実験を通じ,lindaneの残効性は
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10倍塁の DDT と比較してかなり劣るようである.

たゞし,杉板及び石否を用いた場合は,.初期において,

lin血neの万に高い効力が認められた.

油布両ゐ性質及び英剤の形憩が残効性に及ぼす甜響

実験3のデータから.各英剤別に各班撒布面の残効

性をまとめたのが第4図である.

これによってみると,ガラス鼠 杉晩 石膏の3種

の面の残効性は,lindaneB で処理した場合に最も近

似した伯を示してお り,反対に,DDT処理ではかな

り臭ってくる･すなわち, 大体の航向として,DDT

では'石膏>ガラス板>杉板,lindaneでは杉板≒石

軒>ガラス私 とい う序列であり,lindaneB では,

この3者の間に顕著な差が認められない.

井上 5'は,DDT は平滑で非吸収性の両はど残効性

が大きく,)′-BHCは多孔質で吸収性の両ほど或効性
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が大きいことを印LL-しているが,こ にゝ打た紙架につ

いても, は 似ゞたような帆bJが認められた. た ,ゞ

DDT と 1王ndancの何れにおいても, 石TPにおいて

戎効性が大きいことは,後に述べる如く,落下仰転虫

効率と致死率の比較において,右前が顕著な持性を示

すこととともに,注目すべき現象と考える.

-また第3図によると,処理両の放旺遇款の相加にと

もなって効力の減少する状態は,ガラス坂において投

もなだらかなカ-グを示し,杉坂ではや 乱ゝれ,石狩

ではこの乱れが更に甚だしい.特に,石･TFにDDTを

撒布した場合は,撒布3日後より1退紋に効力がfPl大

し,その後も著しく凸凹の経過をたどっている.これ

らのデータの乱れは,処理両における薬刑の吸収,保

描,茶発などの枚雑な変因の合成によるものであろう1.

なお井上5)は,DDT5%,γ･BHC0.25% の混合

油剤では,撒布面の差異によって残効性が顕苫な差を

示さないと招告し,これを両薬剤がその較向を祁足し

合った結果として説明している.こ にゝ和た結果にお
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いて,tin(laneBが缶柾のLn耳両では 似ゞたような残

効性をボしていることは,lindaneに効力Em放物Tiを

添加することによって,DDT の性柘に近似してくる

ものと考えられる.

つぎに,実験2のデータから,各和英剤別に,紋剤

と乳剤の残効性を比較したのが第5図である.これに

よると,全F4:としてみた場合に,この両形怨の効力の

勤 ま,予期した程顕著ではない.た ,ゞIindaneA 或

いは HndaneB において, 油剤の効力が乳剤のそれ

にや 肪ゝる帆向がみられ これは Iindane の初j捌こ

も認められるが.DDT ではむしろ乳剤の万が残効姓

が大きい幌向を示す.しかし,この図にみられた雌か

な抑辺を,この柾の実験において意味づけるのは危険

であろう.

処理両の探存条件の残効性に与える虻哲

恭剤処理両を保存する場合,温度,iSa凪 その他の

気象及びB3171条件によって,その残効性が著しく只る

ことは,しばしば招告されている2).

こ にゝ胡告した実験1においては,薬剤撒布後8週

間は室温に保存し,以後は 250-270の定氾出中に保

存した.窒氾保存期間は,11月 12日より翌年の1月

8日に至る問であり,その間の室温は,250-270より

相当に下まわるものと考えられる.この実験結果をみ

ると,特に Iindaneにおいて, 定温部に移した田後

から効力が減少しているのが認められる･

また,突駄2の 50mg/Et2(DDT)或いは 5mF/ft!

(h'ndanc)放布した場合の効力と.実験 3の同じく

ガ ラス板 に, 200mg/fl空(DDT)或いは 20mg/ft'

(lindane)撒布した場合の効力を比較すると,DDT,

】indane,IindaneB の何れにおいても,萌刑iLqの少

い前者の万が,むしろ残効性は大きい.前者は処理面

を250-270の定温田中に保存し,後者は室温 (6月か

ら11月に至る間)に保存したものであ8-･この場合は,

後者の氾皮がi)IJ者のそれよりも若干高いものと推定さ

れるが,それ以外に.保存空間の状態,すなわち空間

の大きさ,開放性,通風などの好管によるものと考え

る.

これらを総括すれば,処理面の保存に関して,温度や

保存空間の状態が残効性の有効期間にかなりの彫轡を

与えるものと脈定される.

搭下仰WLL:と致死との関係

残田噴掛ま垂田な壁面或は水平の天井下面などに行

われるものであり.そこにとまって中詔し落下仰転し

た昆虫がやがて死亡することを予･uしている･この場

令.落下仰転した昆虫は,･落下した瞬間から私刑との

接触を絞るわけであり,この昆虫が後に蘇生するなら

ば,残田呪謀の実用上の効果は,減殺されてくる･
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Tab一e4. RcsuscitationorthehousenybroL)g71t王ntocontactwithinsect王cidal
residue.(I)PerccnlagcoHrcqucncyofthecasesinwhichknockdownpercentage･
after2110urSishigherthanmortalityafter2-Ihoursalldthoseinwhichknockdown
percentageislowerthantllemortalityintlleExperimentsI,ⅠIandllI.

chemicalsL F｡rms iDosT,!冒 lsubstancesl ' PercentageofFrequency
Totalcases I K D % > M ortality K D % < M orta)icy

さて, 午 にゝ招告した実験においては, 2時間の接
触耗7時における落下仰転出率と,24時間後の致死率

の両者を求めた.今,第1.2.3裳において,搭下仰転

曲率 (以下 KD 率と称する)と致死率とを比較して

みると,薬剤によってその両者の相対的な関係が著し

く只ることiこ気付く.そこで,上記の謂表において,

各実験の各薬剤別に,KD率が致死率より大きいもの,

及び致死率が KD 率より大きいものにつき, それぞ

れの出現頻度を百分率であらわしてまとめたのが,質

4表である.但し KD 率と致死率が等しいものを除

Table5. Resuscitation of the hollSe fly
broughtinto.contactwith insecticidalresidue.
(ⅠⅠ) Percentageoffrequencyofthecasesin
whighknockdownpercentageafter2IIOurSis
higherthanmortalityafter24hoursarranged
in thedos.age･form ofthechemicalsan d
substances onwhicIl the chemica一s were

applied.

Factors lLindanelLinAdaneLLini

Dosage

(mg)

･いて頻度を辞出した.

次にこのデータを組み直し,兆剤虫,形態,撒布面

別に, (KD 率>致死率)の出琴廠 皮考以て示したの ､Form
が弟5表である.

これらの表から,DDT においては KD 率の方が

致死率より高く,1indaneにおいては,.逆に致死率の Subs一

万が KD 率より高いという, 顕著な幌向が認められ tanCeS

る･すなわち,DDT では,2時間のは触皐'i了後に落
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200(DDT)
20(Lindane)
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下仰転していた昆虫で,24柑'nJ後に重言生するものが多

く,~逆に Tindaneでは,搭下仙較していない艮山で,

24時間後に死亡するものが多いことになる.

笥5まからこの関係を更に追求してみると, DDT

と lindaneの何れにおいても, この軌L7]は,拍布薬

剤正が多い程著しく,乳剤よりは披尻の万がPJ:しく,

又抱布両の柾矧 こついては, 石･TPで瓜も著しく, 吹

いでガラスという噸序を示している. 又 Iindaneに

効力増強物質を添加した製剤では,1indanei:りIin･

daneA,更に lindaneB と,効力増強物Tfのポ加正

が多くなるほど,lindane的性格からEEれ DDT的

性格に近づいてくる.そして,その添加虫の多いIin-

daneB においては,撒布虫が少い場合は lindane的

性格に近いが, 撒布虫が多くなると DDT的な性格

を示す.

なお,井上5)は,イエバエ成虫を用い,各班の撒布

両に串ける DDT整廷剤,γ-BHC製剤及び DDT-1-

BHC混合製剤の残効性を比較した結果を瑚LBしてい

ら. こ にゝ投出されたデータを見ると,処理面にシャ1

-レを伏せ,この中にイエバエ成虫を入れてその面に

雛続接触せしめ,対数的な時間聞隅をおいて,訴下仰

転虫率 (KD率)を記録しているのであるが,時間の

挺過にともなって,KD率が減少している例が,処々

に認められる.すなわち,一旦落下抑転した鵬試虫が

節生したことを示している.今,そのデータか.らKD

串が減少した回数を求め,酢生出別節度を井出したの

が郡6末である.こ でゝは,接触開始後,15分,30分,

Table6. Resuscitationofthehouse

residue.(ⅠⅠⅠ) Percentage.offrequency
bylnoue(1956).

L郡 22 巻-I

60分.120分, 240分役の KD率のみをとり上げこれ

から節生の出現鮫fEを求めた.

これによって見ると,先ず真筆生という現象は,DDT

製剤において最もしばしばあらわれ,DDT-γ-BHC

況含製剤がこれにつぎ,γ･BHC型望剤に於ては全く認

められない.次に,全体を通じてみると,群生は乳剤

において瓜もしばしばあらわれ.紋剤がこれにつぎ,

水和剤では位も少い.撒布対象別にみると,群生の出

現折姥は,ベニヤ板>コンクt)-ト板>ケント紙>ガ

ラス坂の呪序となっている.なお,これらの群生現豹

の起った時間についてみると,すべて 60分-120分と

120分-240分の間に起っており,DDT剤,混合剤の

何れにおいても,前者に於て多く,平均して 60分-

120分が 25.4%,120分-240分が 15.9,%'となってい

る.そしT} これ以外の,15分-30分,30分-4 分の

間には全く認められない.∫

今,三Tf者の実験純米と井上･5).のデータを比較考察し

てみると,筆者の実験に放ては,供試昆虫を2時間薬

剤処理面に接触せしめた後は全く接触を断って以後22

時間飼育したものであり.従って蘇生は接触春写了Ri後

の KD 率と24時間後の致死率の関係から求めている.

これに対し,井上5一の実験に放ては,24時同郡統接触

･であり. この間に KD 率減少の現象が見られるので

あって,4時間後の KD 率より24時間後の致死率が

小さくなる例は全く認められない.このように,両者

の視察対象は只ってはいるが.その結取において.

DDT ではしばしば群生現象が認められ γ･BHCに
∫ /

flybroughtintocontactwithinsecticidal
oftheresuscitationh thedatareported

M王ⅩtureofDDTandγ-BHC
Substances

sK.elruOt器nne Emulsion-suspension IAverage sK.e.ruotse.nne suspension IAverage

Glass

Veneer

KentPaper

Concrete

-這 忘 l F

0

7

o訪
7
.

0

3

5

0

oR
詔

2

12.2 22.6 ･7.9

6.3 ､ 5.3

25.0 6.7

0 6.3

ll.6 6.0
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充てこれが新しく少いことは共通している.

さらに,この両者の実駅方法は,何れも孜布田の上

にシャーレを伏せ,この中にイエバエ成虫を入れたも

ので,処理市の薬剤に梅盤を通して接触し,申毒して

落下仰転したイエバエは,その後 も引きつゞき背面を

処理面に接触していたものであり,上部或いは川面を

薬剤処理した場合には,この蘇生現象が更に著しくあ

らわれることが予想される.

. なお,その後の実験によれば,イエバエ成虫を個別

に薬剤で処理した漁紙に接触せしめた結果,DDT の

みならず,lindaneに放てもある程度蘇生現象が認め

られたが,dieldrin及び diazinonに放ては, この現

象は殆んど認められなかった.これについては,改め

てその詳細を報告する予定である.

総 括

1. DDT,tindane及び Iindaneに樹脂酸の混合/

物である効力増強物質を加えたIiヮdaneA(等虫添加),

lI'ndaneB (倍塁添加)の, イエバエ成虫に対する残

効性を比較検討した.

2. こ-ゝ に用いた効力哨強物質は lindane の残効

性を著しく改良し,その効果は特に多塁を撒布した場

合に朗著である.

3. 処理両の桓鞍によって残効性 を比佼すると,

DDT では,石膏>ガラス板>杉板の序列であり.

1indaneでは,杉板≒石部>ガラス板とい う幌向を示

す.-

4. 校剤と乳剤の残効性には,顕著な差が認められ

なかった..

5. 氾皮,処理両保存における環境条件は,残効性

にかなLり大きな誰哲を与えるものと推定される,

6. 薬剤処理両に2時REJ接触せしめた田後の落下仰

転出率と,24時間後の致死率を比較すると,DpT で

は前者が後者より高く,lindaneに於てはこの逆の幌

向が一般的に認められた.

7. 井上'の残効性に関するデータから,時間の経過

にともなって落下仰転虫率が 減少する幌向･が,特 に

DDT に放て著しいことを認め,これらを蘇生現象と

して論じた.

8. 残田効果に関与する各班要因を分祝し,これに

考察を加えた.
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R6sllm6

TheresidllaleffectofDDT,lindanealoneand

】indanesynergized byretsin acidsagainst the

commonhouse.f】y,-MuscavicinaMacquart/was

investigatedinlaboratorycondition.

Theresinacidsmixttlreused inthepresent

experimentswere､provedtoimproveconsiderably

theresidual effectoflindane･-Theeffe.ctw争S

pa.ticularlyhigherin theapplicationofhighe;

dosage.

●Thegeneraltendency ofcontactsurface to

insecticidepersistencewasasfol一ows:DDT:

gypsum>glass> board;】indane:board≒gypsum

>glass･Noremarkab一ediyfferenceofth.eresidual

effectwasnoticedbetweentheーkeros?nesolution
andtheemuls王onofthesameinsecticide.

Such envILronmentalfactors as temperature,

ventilat王on, e上c. 王ntheroom wherethetreated

plateswere keptwere assumed to affectthe

persistenceoftheinsecticides.

The generaltendency wasobserved~thatin

DDT theknockdown percentageafler2hours

washigherthan themortalityafter24hours,

butin lindanetheknockdown percentagewas

lower than the mortality. According to the

knowledge,theauthorswereledtotheconclusion

tllattheresuscitation ofthehous占･flybrought

into contact with insecticidal residues took

placefreqllently in DDT andnotorscarce一yin

lindane.


